
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに

おける

授業予定

Ⅱ．社会福祉実践と医療・看護

１．社会福祉援助とは　2.個別援助技術（ケースワーク）

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

1.グループ支援のあり方について知り、看護への適用への要点につ

いて述べることができる

各コマに

おける

授業予定

Ⅱ．社会福祉実践と医療・看護

3.集団援助技術（グループワーク）

4.間接援助技術と関連援助技術

2020

専門基礎分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

授業態度・演習態度・提出物・技術試験・終講試験などを総合的に判断する

第

4

回

使用教材

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

授業以外での準備学習

の具体的な内容

該当単元の教科書を読ん

でおく

第

5

回

第

2

回

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

該当単元の教科書を読ん

でおく

第

3

回

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

該当単元の教科書を読ん

でおく

内　　　容

１．社会福祉を学ぶ意義を述べることができる

２．高齢者福祉について、説明できる。

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

該当単元の教科書を読ん

でおく

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．社会福祉と医療の関連に

科  目  名

看護学科

社会福祉

科　目　区　分

系統看護学講座　専門基礎分野　社会保障・社会福祉　医学書院

社会の中で人々の生活は多様化し、課題解決のために葉領域を問わず、保健や医療・福祉の連携が不可欠である。社会福祉の理念を

理解し、利用者を支援するサポートシステムの構築を理解する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

2年生 教室名

担 当 教 員 森本　正章
実務経験と

その関連資格

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

該当単元の教科書を読ん

でおく

Ⅰ．社会福祉の分野とサービス

１．高齢者福祉　１）高齢社会の到来と高齢者の状況　２）高齢者福祉

の施策　　３）老年保健事業

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．障害者福祉の対象とその概略について説明できる

各コマに

おける

授業予定

2．障害者福祉

１）障害者の定義と実態　２）障害者福祉の理念

３）障害者福祉制度の変遷　4）障害者福祉の関連施策

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．児童福祉の対象とその概略について説明できる

各コマに

おける

授業予定

3．児童家庭福祉に関する法律（児童福祉法、母子保健法、少子化対

策、児童虐待法、DV対策、母子家庭等施策、非行児童の福祉）



第

14

回

第

12

回

第

13

回

授業を

通じての

到達目標

第

10

回

第

11

回

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

第

8

回

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

該当単元の教科書を読ん

でおく

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．社会福祉の歴史について知り、現在の課題について述べることが

できる

各コマに

おける

授業予定

Ⅲ．社会福祉の歴史

１．福祉史の枠組　2.福祉史の３段階　3.前近代の救済の諸相

4.近代の救済の諸相　5.現代社会の構造変化と生活支援　6.戦後変

遷
授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

該当単元の教科書を読ん

でおく
Ⅱ．社会福祉実践と医療・看護

7.社会福祉実践と医療・看護との連携（医療ソーシャルワーカーとは）

8.連携の場面とその方法（職種間連携、医療機関における連携、地

域ケアシステムにおける他期間との連携）

該当単元の教科書を読ん

でおく

第

6

回

第

7

回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

15

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．社会福祉援助の際の連携のあり方を知り、看護職としての要点に

ついて述べることができる。

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

専門基礎分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．社会福祉援助の際の連携のあり方を知り、看護職としての要点に

ついて述べることができる。

各コマに

おける

授業予定

Ⅱ．社会福祉実践と医療・看護

5.社会福祉援助の検討課題（エンパワメント、アドボカシー）

6.連携の重要性

1））医療システムの変化と新たな連携の課題

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定


